
日 住 協 第４３５号

平成２４年３月２８日

会 員 各 位

社団法人 日本住宅建設産業協会

理 事 長 神 山 和 郎

平成２４年度優秀技能者表彰申請について

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

日頃は、協会運営にご支援ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、会員企業の社員及びその協力事業者の住宅等の建設における技能及び

技術の向上を図ることを目的として例年実施しております「優秀技能者表彰」に

つきまして、下記のとおりご案内いたしますので、貴社に在籍する社員の方又は

貴社の協力事業者の方について、当協会の優秀技能者表彰規程第２条及び第３条

に該当し、表彰申請の希望があるときは、優秀技能者表彰申請書ほか必要書類を

協会事務局あてご送付ください。

おって表彰式は６月４日開催の定時総会の当日に行う予定です。

敬 具

記

１．提出書類及び部数

(１)優秀技能者表彰申請書（本部会員用、支部会員用。様式１） １部

(２)優秀技能者表彰審査表（様式２） 候補者一名につき１部

(３)推薦基準調書（様式３） 〃 １部

(４)組織図（様式４） 〃 １部

(５)その他（ ､ ､ ） 〃 １部資格証明書 講習修了証 表彰状等の写し

２．提出期限 平成２４年４月２４日（火）

３．提 出 先 （支部会員の場合は支部事務局）本部事務局

４．費 用 １０,０００円表彰者１名につき

社団法人日本住宅建設産業協会 本部事務局（担当：松岡）５．お問い合わせ先

ＴＥＬ ０３－３５１１－０６１１

以 上

申請書（本部会員用、支部会員用）、審査表、推薦基準調書及び組織図の

様式並びに優秀技能者表彰規程、候補者の推薦要件、提出書類作成要領は、

協会ホームページ（会員専用）からダウンロードしてください。

会員専用ページのＩＤとパスワードは共に「0335110611」です。



（本部会員・支部会員共通）

候 補 者 の 推 薦 要 件

表彰の対象となる候補者は、 で、次の(１)貴社の社員又は貴社の協力事業者

から(５)までのすべてに該当していることが必要です。

(１)建設現場業務に直接従事している年齢３５歳以上の者

年齢は、 時点での満年齢とします。平成２４年５月３１日

昭和５２年５月３１日までに生まれた者したがって、今回の対象者は、

となります。

(２)建設現場業務に直接従事している年数が１５年以上の者

現場業務従事年数は、 時点での年数とし、一年に平成２４年５月３１日

少なくとも平成満たない端数月は切り捨てることとします。したがって、

から建設現場業務に直接従事していた者であることが９年６月１日以前

必要です。

(３)現場での工事施工経験の積み重ねにより卓越した優秀な技能を持ち、長年

にわたる工事施工経験の裏付けとして施工管理能力等の技術的能力をも

習得した者

したがって、就職当初より技術者等として施工管理のため現場業務に従

直接の工事施工経験がなく、工事施工の実践的な技能を事している者等、

となります。保有していることを確認できない者は推薦の対象外

(４)次のすべての要件を充たす者

①技能・技術が優秀であること

②技術開発、施工の合理化を図り顕著な成績を挙げていること、又は建設

工事に相当の実績のあること

③後進の指導・育成に努めていること

④工事施工において安全・衛生の向上に貢献していること

⑤他の建設現場従事者の模範たりうること

(５)過去において、優秀施工者国土交通大臣顕彰を受けていない者

以 上



（本部会員用）
（様式１）

優 秀 技 能 者 表 彰 申 請 書

平成 年 月 日

社団法人 日本住宅建設産業協会

理 事 長 神 山 和 郎 殿

（申請者）

会社名

代表者名 印

連絡担当者名

ＴＥＬ － －

ＦＡＸ － －

次のとおり、優秀技能者表彰の申請をいたします。

１．候補者 名

氏 名 生 年 月 日 ・ 年 齢 所属部署( )現場業務従事年数 協力事業者の場合は会社名

年 月 日(満 歳) 年 月

年 月 日(満 歳) 年 月

年 月 日(満 歳) 年 月

２．添付書類 (1) 優秀技能者表彰審査表、(2) 推薦基準調書、(3) 組織図
(4) 資格証明書、講習修了証、表彰状等の写し

資格証明書の写し 講習修了証の写し 表彰状等の写し氏 名

あり・なし あり・なし あり・なし

あり・なし あり・なし あり・なし

あり・なし あり・なし あり・なし



（支部会員用）
（様式１）

優 秀 技 能 者 表 彰 申 請 書

平成 年 月 日
日本住宅建設産業協会 支部社団法人

支部長 殿

（申請者）

会社名

代表者名 印

連絡担当者名

ＴＥＬ － －

ＦＡＸ － －

次のとおり、優秀技能者表彰の申請をいたします。

１．候補者 名

氏 名 生 年 月 日 ・ 年 齢 所属部署( )現場業務従事年数 協力事業者の場合は会社名

年 月 日(満 歳) 年 月

年 月 日(満 歳) 年 月

年 月 日(満 歳) 年 月

２．添付書類 (1) 優秀技能者表彰審査表、(2) 推薦基準調書、(3) 組織図、
(4) 資格証明書、講習修了証、表彰状等の写し

資格証明書の写し 講習修了証の写し 表彰状等の写し氏 名

あり・なし あり・なし あり・なし

あり・なし あり・なし あり・なし

あり・なし あり・なし あり・なし

優 秀 技 能 者 表 彰 推 薦 書

平成 年 月 日
社団法人 日本住宅建設産業協会

理 事 長 神 山 和 郎 殿

日本住宅建設産業協会 支部社団法人

支部長 印

上記の申請について、優秀技能者表彰規程第５条に基づき推薦いたします。



（本部会員・支部会員共通）

（様式２）

優 秀 技 能 者 表 彰 審 査 表

ふりがな 生 明治 性年 大正 年 月 日(満 歳) 男・女月氏 名 別日 昭和

本 籍

現 住 所

最終学歴 年 月 日 卒業・中退

職 歴

在 職 年 月 数 現 場 業 務 従 事会 社 名
の う ち 現 場 年 月 数 の う ち在 職 期 間 在職年月数
業 務 従 事 年 月 数 工 事 施 工 年 月 数職 名

自 年 月 日
年 月 年 月 年 月

至 年 月 日

自 年 月 日
年 月 年 月 年 月

至 年 月 日

自 年 月 日
年 月 年 月 年 月

至 年 月 日

自 年 月 日
年 月 年 月 年 月

至 年 月 日

自 年 月 日
年 月 年 月 年 月

至 年 月 日

主たる担当職種 合計年月数 年 月 年 月 年 月

具体的職務内容

推薦理由建設業関係
賞

年 月 日

年 月 日

上 記 以 外
罰

年 月 日

建設業関係
資

年 月 日格
・

年 月 日免
許

年 月 日



（本部会員・支部会員共通）

（様式３）

推 薦 基 準 調 書

推 薦 基 準 推 薦 事 由 推 薦 根 拠

１．技術・技能が優秀 (技能資格)
であること

(技術資格)

２． (具体的な改善内容)
①技術開発、施工の
合理化を図り顕著
な成績を挙げてい
ること

②建設工事に相当の (代表的工事名･担当職務)
実績があること

３．後進の指導育成に (指導期間、指導機関)
努めていること

４．工事施工において (無事故日数 日)
安全・衛生の向上
に貢献しているこ
と

５．他の建設現場従事 (表彰等)
者の模範であるこ
と

６．その他



（本部会員・支部会員共通）

(様式４)

組 織 図

（注）候補者の所属する位置を必ず明示すること。

組織の部署を図示し、候補者に関係する系統は太字で表すこと。

候補者の部下数も記入すること。



様式４の記入例１（社員の場合）

組 織 図

（□□□株式会社）

社 長

◇◇◇部 △△△部 ☆☆☆部 ▽▽▽部

★★班

候補者

○△□◇

(職 長)

部下●●主任工

以下５名

（注）候補者の所属する位置を必ず明示すること。

組織の部署を図示し、候補者に関係する系統は太字で表すこと。

候補者の部下数も記入すること。



様式４の記入例２（協力事業者の場合）

組 織 図

（協 力 会 社）

□□建設 株式会社

社 長

◇◇◇部 △△△部 ☆☆☆部 ▽▽▽部

★★ 班

協力事業者 （床仕上げ工事担当）

候補者

□□□□

(役職:○○○○○)

部下数

（注）候補者の所属する位置を必ず明示すること。

組織の部署を図示し、候補者に関係する系統は太字で表すこと。

候補者の部下数も記入すること。



（本部会員・支部会員共通）

提 出 書 類 作 成 要 領

１．優秀技能表彰審査表（様式２）

(１)年 齢

時点の満年齢を記入すること。平成２４年５月３１日

(２)最終学歴

最終学歴が職業訓練校又は専門学校等である場合には、当該最終学歴の直

前の学歴も併せて記入すること。

(３)会社名・職名

会社での職名を単位として記入すること。したがって就職後同一の企業に

勤務している者であっても、昇進による職名の変更を一区切りにして欄を改

めて記入すること。

(４)現場業務従事年数

平成２４年５月３１日 建設現場業務に直接従事しているを終期として、

すること。なお、一月に満たない端数月は切捨てによる期間を通算して記入

こと。

( 1) 「建設現場業務に直接従事している」とは、直接工事施工を行うこと注

及び職長等として現場施工管理を行うことをいう。

( 2) 「直接工事施工」とは、建設生産物の施工において機械・器具・手道注

具などを用いて原料・材料を加工する業務、建設機械を操作する業務又

はその他の技能的な業務に従事することをいう。

(５)工事施工年月数

工事施工年月数は、現場業務従事年月数のうち、候補者が建設工事におい

て実際に工事の施工に携わった期間（言い換えれば現場業務従事年月数から

現場施工管理のみに従事した期間を除いた期間）を通算して記入のこと。

(６)主たる担当職歴

建設現場で候補者が従事している主たる職種を簡潔に記入すること。

適当な名称例がないものについては、候補者の具体的職種内容がわかるよ

うに記入すること。

なお、土木一式工、建築一式工等職種が具体的にわからない記入は避ける

こと。

(７)具体的職務内容

候補者の最近の職務内容を具体的に記入すること。

記入例 ①高層ビル等のコンクリート躯体を形成するため、型枠及び型枠

支保工等を組立てる作業及び作業員指導

②住宅建築等におけるタイル張り作業及び施工管理

(８)賞罰については、建設業関連以外のものについても記入すること。

（欄に記入しきれない場合は別紙とする(９)資格・免許は、すべて記入すること

ことも可）。



なお、様式３にて記入したものについては省略可とする。

また、これらの資料として資格等の写しをできる限り添付すること。

（例）労働安全衛生法１４条に定める免許証又は各種技能講習の修了証

同法５９条に定める安全衛生教育の修了証

同法６１条に定める免許証又は各種技能講習の修了証 等

(10)推薦理由

候補者が本顕彰を受けるにふさわしい者であることを簡潔にまとめ記入す

ること。

２．推薦基準調書（様式３）

次の５つの推薦基準すべてを充たす者を対象者としているので、これらの要

件を充足することを推薦事由欄に具体的かつ詳細に記入すること。

①技能・技術が優秀であること

候補者の職務内容、役割等を説明するとともに、技能・技術が優秀である

ことを示す取得資格、表彰等を推薦根拠の欄に記入すること。

また、これらの資料として表彰状、各種合格証書等の写しをできる限り添

付することとし、資料番号を備考欄に記入すること。

（資料例）・技能検定の合格証書

・技能五輪、１級技能士全国競技大会における表彰状

・技能検定員の委嘱状

・技術検定の合格証書

・知事等の優秀施工者表彰状 等

②技術開発、施工の合理化を図り顕著な成績を挙げていること又は建設工事に

相当の実績があること

i）技術開発、施工の合理化を図り顕著な成績を挙げていること。

・建設機械・設備等の発明・改良、独自の工法の発案や新工法の導入等、

工法の改善に取り組んでいること

・工期の短縮、工程ロスの削減等、工程管理の改善に努めていること

等を記入し、工法改善、工程管理の改善等の具体的内容を推薦根拠の欄に

記入すること。

また、これらの資料として工法改善、工程管理の改善等に関する資料が

あればできる限り添付することとし、資料番号を備考欄に記入すること。

（資料例）・新工法開発の新聞記事

・改良工法の説明会写真、説明資料

・改良工法の社報、団体報における発表文 等

ii）建設工事に相当の実績があること

単に多くの工事に参画したというだけでなく、大規模な工事、著名な工

事、公共性の高い工事等を施工した実績、優良工事表彰等を受けたこと等

を示し、代表的な工事名及び担当職務を推薦根拠の欄に記入すること。

（欄に記入しきれない場合は工事経歴書として別紙とすることも可）

また、これらの資料として竣工写真、表彰状等の写しをできる限り添付

することとし、資料番号を備考欄に記入すること。

（資料例）・都道府県土木部長等の個人表彰状

・工事経歴書 等



③後進の指導・育成に努めていること

工事現場におけるＯ．Ｊ．Ｔ（職場内訓練）はもちろんのこと後進の資格

取得を指導・支援していること、職業訓練指導員として訓練校等の講師、工

業高校の非常勤講師等を積極的に行っていること等を示し、講師等の経歴に

ついては、できる限り当該講師等となった機関及び指導・育成に携わった期

間を推薦根拠欄に記入すること（欄に記入しきれない場合は指導・育成経歴

書として別紙とすることも可とする）。

また、職業訓練指導員資格等を取得している場合には合格証明書等の写し

をできる限り添付することとし、資料番号を備考欄に記入すること。

（資料例）・職業訓練指導員免許証

・団体等の指導員証

・指導、育成の功績に対する表彰状 等

④工事施工において安全・衛生の向上に貢献していること

安全衛生に関する表彰を受けていること、安全衛生管理者、安全衛生推進

者等として、安全衛生の向上に努めていること等を示し、候補者本人の責任

に関わる事故を起こしていない日数、安全衛生管理に関する資格等を推薦根

拠の欄に記入すること。

また、これらの資料として無事故日数証明書、表彰状、資格証明書等の写

しをできる限り添付することとし、資料番号を備考欄に記入すること。

（資料例）・職長教育修了証書

・安全衛生責任者講習修了証

・安全推進者講習修了証

・労働基準協会等の表彰状 等

⑤他の建設現場従事者の模範であること

優良従業員表彰等を受け現場従事者の模範となっていることや、後進に対

する相談等も行っていること等を示す。

また、これらの資料として表彰状等の写しをできる限り添付することとし

資料番号を備考欄に記入すること。

（資料例）・知事等の現場従事者感謝状

・商工会議所会頭の表彰状

・団体等の優良従業員表彰状 等

⑥そ の 他

本項目は①から⑤までを補完し、又は、これ以外に候補者として推薦する

にふさわしい事柄（警察・消防団等からの表彰、地域活動への積極参加等）

があれば記述のこと。

（資料例）・警察署長の表彰状

・消防協会の表彰状

・交通安全協会の表彰状

・国体実行委員会等の感謝状 等

３．組織図（様式４）

候補者の所属する会社におけるものを記入するものとし、その際、候補者

の所属する位置、部下の人数を必ず明示すること（記入例１参照）。

また、候補者が協力事業者の場合は別添の記入例２（協力事業者の場合）

を参照の上、元請企業と候補者たる協力事業者との業務上及び施工上の接点

を明確に示すこと。



優秀技能者表彰規程

平成１３年３月１６日制定

（目 的）
第１条 社団法人日本住宅建設産業協会は、会員企業の社員及びその協力事業者

（以下「社員等」という。）を対象に、住宅等の建設業における技能及び
技術の向上を図ることを目的としてこの規程を定める。

（対 象）
第２条 表彰は、次の各号に該当する社員等に対し行う。
（１）現場従事年数１５年以上かつ表彰時において満３５歳以上の者
（２）建設現場において工事施工に直接従事し、卓越した優秀な技能及び施工

管理能力等の技術的能力を習得した者

（基 準）
第３条 表彰の基準は次の各号に該当するものとする。
（１）技術・技能が優秀である者
（２）技術開発・施工の合理化を図り顕著な成績を挙げている者又は建設工事

に相当の実績のある者
（３）後進の指導・育成に努めている者
（４）工事施工において安全・衛生の向上に貢献している者
（５）他の建設現場従事者の模範である者

（申 請）
第４条 会員は表彰を希望するときは、別に定める表彰申請書により申請するも

のとする。ただし、申請者が支部の会員であるときは支部を経由するもの
とする。

（支部長の推薦）
第５条 支部長は、表彰申請書を受理したときは、基準に該当するか否かを審査

し、候補者を理事長に推薦するものとする。

（理事会の承認）
第６条 表彰者の選定は、候補者について、その適否を理事会で審査し選定する

ものとする。

（表彰の時期）
第７条 表彰は、理事会の承認を得た後の直近の通常総会において、表彰状及び

記念品をもって行うものとする。

（費用の負担）
第８条 表彰者を有する会員は、その費用の一部として、表彰者１名につき１万

円を負担するものとする。

附 則
１ この規程は、平成１３年３月１６日から実施する。

附 則
１ この規程は、平成２２年３月１９日から実施する。


